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優しい光になりたい…
「NPO法人地域福祉ネットワークいわき」は、高齢者や障がい
者をはじめとした誰もが自らの意志により、どこでどのように
暮らすか（暮らしたいか）を決め、実践することのできる地域
社会の実現を目指していきます。私たちの組織は平成19年より
いわき市地域包括支援センター業務を、また平成29年よりい
わき基幹相談支援センター及び障がい者相談支援センター業
務を運営しております。
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ご 感 想 は
こちらまで

　当法人では活動にご理解とご賛同をしてくださる

会員（正会員・賛助会員・協力会員）を募集

しています。

　会員として地域福祉に関するご意見・ご

提案をお寄せください。詳しくは

　法人事務局(☎６８-７６１２)まで!

会 員 募 集 ！
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地域福祉ネットワークいわき　平成30年度通常総会　開催報告
平成30年５月23日に通常総会が開催され、全ての議案が承認されました

地域包括支援センター関係機関、団体との連携強化（抜粋）
・ 地域包括ケアシステムの実現に向け、行政、社会福祉協議会、地区住民等と連携し小地域ケア会議を開催した。46カ所　67回（写真①）

・ 個別事例について関係多職種で協議する「個別ケア会議」を開催し、個別の課題と解決策や地域課題の抽出を行った。27件　30回　

・ 地区内の介護支援専門員等と共に、医療と介護の連携強化に向けた勉強会や交流会を開催した。33回（写真②）

29年度事業報告（抜粋）

障がい者相談支援センター（抜粋）
～地域単位でのネットワークづくり～

　障がい者本人の生活圏域を基本に、地域の課題を捉え協議検

討し、社会資源の整備等を図るため、利用者の支援や事業者間

で顔の見える関係をつくり、情報交換や連携を行った。（写真③）

つどいの場創出支援事業（抜粋）
誰でも一緒に参加することのできる介護予防活動が地域に展開され、参加者やつどい
の場が継続的に拡大していくような地域づくりを目指した事業。コーディネーター５
名が、地域資源の整理、コーディネート支援、はたらきかけ支援等を行った。（写真④）

独自事業の実施状況
身元引受（身元保証）・連帯保証事業は、現在の契約者が４件。
高齢者や障がい者本人の意思の尊重とその実現に向け、市
や関係機関、団体と事業の拡大に向けて話し合いを行った。

① 地域ケア会議の様子（常磐） ④ つどいの場の説明の様子（平）② 勉強会の様子（四倉） ③ 地域会議の様子（小名浜）

理事長挨拶 総会の様子

総
会

平成30年度事業計画（抜粋）

１　基 本 方 針

⑴�　常に、法人の目的を心に留め、それぞれの立場
で目的実現向け全力で取り組む。
⑵　�高齢者・障がい者本位を全ての基本とする。
⑶�　各自研鑚を積み専門性の向上に努めるととも
に、組織の内外を問わず多職種との役割分担・連
携による総合力をもって業務にあたる。

２　地域包括支援センター運営事業

⑴　総合相談支援業務
　①�　各種相談や関係者から寄せられた情報等に
チームを中心として適切に対応する（あらゆる
相談にチームで対応）。他

⑵　権利擁護業務　　
⑶　�包括的・継続的ケアマネジメント支援
⑷　介護予防ケアマネジメント
⑸　地域ケア会議
⑹　地域ネットワークづくり
⑺　認知症対策の推進
⑻　その他

３　障害者相談支援等事業

【基本方針】

⑴�　障がいの種別に関わらず、障がい者等の生活上
の諸課題について障がい者の立場で相談に応じ、
必要な情報の提供や助言、各種サービスの利用支

援、障がい者の権利擁護など必要な支援を行う。
⑵�　障害福祉サービス事業者等からの障がいに関
する総合相談・専門相談及び相談支援体制強化の
取り組みなど、地域における相談支援の中核的役
割を担う。
⑶�　個別支援等から明らかとなった障がい者福祉
にかかる諸課題について関係者と連携し解決に
つなげるなど、障がい者本人が自らの意思で暮ら
し続けることのできる地域社会の実現を目指す。

４　つどいの場創出等支援事業

　�　市及び社会福祉協議会等と連携し、事業の適切
な運営支援に取り組む（定例会、未設置地区への
働きかけ等）。

５　法人独自事業

⑴　身元引受（身元保証）・連帯保証事業
　�　高齢者や障がい者本人の意思の尊重とその実
現に向け、事業内容及び対象者の拡大を図る。等
⑵　通所介護事業
　�　自分でトイレへ行く、入浴する、掃除する、調
理をする、洗濯を干すといった日常生活における
活動の維持・継続を主目的とした通所介護事業を
実施する。他

　学生時代の仲間たちと久し振りに集い、思い

出話に花を咲かせた。懐かしい顔顔。時間の経

つのを忘れ楽しいひと時を過ごした。でも、ほ

んとうは、昔話ではなく、今と未来の話がした

かったな。40年前と同じように。

事 務 局 長 コ ラ ム
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～ 子どもから障がい者、高齢者まで垣根を越えた交流づくり ～

　子ども、障がい者、高齢者、誰でも自分らしく

住みなれた地域で暮らすことができる。そんな地

域を目指して日々活動しています。

　玉川地区の「ふれあいの会」では地域の方と幼

稚園児が一緒に楽しく体操をしており、港ケ丘地

区では障がいのある方も参加できる交流の場と

して「冷泉寺いきいきサロン」が始まりました。

　また、分野を超えた支援の実現のために、地域

のケアマネージャーに向けた勉強会で障がい者

サービスについての講話を盛り込む予定です。今

後も、地域の皆さまと共に、誰もが過ごしやすい

地域づくりのために精一杯取り組んでいきます。

小名浜支所北分庁舎

小名浜地域包括支援センター ☎53-4760

～  住み慣れた四倉・久之浜大久で
   いつまでも!! ～
　平成25年度より取り組んでいる、小
学校・中学校での「認知症絵本教室」
において、今年度は四倉・久之浜大久
地区中地域ケア会議と協働し、絵本
教室で学んだ実践の場として小学校
にて父兄も交えた「認知症声かけ訓
練」を予定し、子どもから親世代に向
け認知症についての啓発を行います。
また、高齢者の低栄養が問われてい
るなか、地域関係者の方々と協力し
「食の充実」に向けての取り組みをし
ております。「誰もが住み慣れた地域で、安心して暮らし続けることができる」そん
な地域をめざし関係者の皆さまと連携し日々取り組んでいきたいと思っております。

～ 関係機関と協力し、誰もが安心して暮らせる地域へ ～

　勿来・田人包括では介護関係者等と協
力し住民に向け金山地区にて「認知症声
かけ訓練」を実施し、声掛けのポイント
を学んで頂いた他、マルトの経営幹部の
方々が認知症サポーター養成講座を受講
され、認知症に対する理解を周知しまし
た。
　昨年度から障がい者相談支援センター
が設置されたため、今年度は高齢の方だ
けではなく障がいを持つ方を含めて支援
ができるように関係機関と協力、連携し
ていくことで地域住民が安心して暮らせ
る地域づくりを行っていきます。

～ 自分らしく暮らせる町常磐・遠野地区を目指して ～
　常磐・遠野地域包括支援セ
ンターでは、年間およそ500
件の相談が寄せられます。そ
の中でも認知症や身寄りがな
く、今後の生活に不安を抱え
た高齢者など支援が必要な
ケースが増えています。高齢
者の皆さまが、「自分らしく
地域で暮らせる」ために、「意
思決定支援」の必要性を感じ
ております。今年度も、行政

をはじめ各関係機関と連携し、認知症や権利擁護に関する講話や啓発活動を重点的
におこない、地域包括ケアの実現に向けて、職員一丸となり取り組んでまいります。

市役所本庁舎１階

平地域包括支援センター ☎22-1174

四倉支所内

四倉･久之浜大久地域包括支援センター ☎32-2115

勿来支所内

勿来･田人地域包括支援センター ☎63-2140

小川支所内

小川･川前地域包括支援センター ☎83-1411

総合保健福祉センター２階

内郷･好間･三和地域包括支援センター ☎27-8660

常磐支所内

常磐･遠野地域包括支援センター ☎43-2151

～ 安心して住み続けられる町づくりを地域の力で！～
　誰もが安心して小川町で住み続
けられるように、地域包括ケアシ
ステム構築の一環として今年度は
認知症対策の更なる推進を目指し
ていきます。認知症サポーター養
成講座を始め、住民の皆さんが集
まる機会を捉え「認知症予防」や
「早期の発見・対応」の必要性に
ついて、広く啓発活動に取り組み
ます。また、介護を担っているご
家族が、気軽に相談したりピアサ
ポートが出来るしくみづくりにも
地域の皆さまを始め関係機関と協働しながら、取り組んで参ります。

～ チーム全体で、その人らしい生活を支えられるように ～
① 地域のための頼れる専門家である、地域内のケアマネージャー事業所と連携して、
地域の皆様を支援していけるような体制づくりを行います。

② 高齢者虐待を予防できるよう
な見守りネットワークをつく
ります。

　 将来に備えて今からできるこ
とを地域に出向き啓発してい
きます。

③ 若年性認知症の方が地域で生
活するために必要なことは何
か考えていきます。今年度は、
ご本人や関係者の方からお話
しを伺いたいと考えています。

～ より暮らしやすい地域づくりのために ～

　個別に寄せられる相談対応を通し、

関係機関や地域関係者との連携を深め、

個々の課題解決を行うとともに、その

方のみならず、地域で暮らす方々が暮

らしやすい地域作りについて、皆さん

と一緒に考えていきます。2030年には

高齢者の５人に１人が認知症になると

言われています。子どもたちも含めた

幅広い世代の方が認知症に対する正し

い知識と理解の促進ができるよう、地

域のイベントやつどいの場等で認知症

に対する啓発を行っていきます。

2018年も地域の皆様と共に歩んでいきます
～ 中央台サブセンターが開所しました ～

平地域包括支援センター（中央台サブセンター）

　中央台、郷ケ丘など相談ニーズの増加に伴い、サブ

センターを開設しました。職員が地域の皆様へ訪問す

る移動時間の短縮につながり、より多くの相談に対応

できるよう充実を図っていきます。

　今年度は地域の皆様へ、サブセンターのことを知って

いただけるよう広報活動に力を入れています。ログハ

ウスの建物には、心和む、穏やかな相談空間や、市民

が会議を開催できるよう地域交流スペースがあります。

　お気軽にお越しいただき、所内の雰囲気をご覧くだ

さい。

担当地域： 中央台、郷ケ丘、自由ヶ丘、若葉台、山崎、菅波、荒田目、鶴ケ井、

下高久、大越、藤間、神谷作、山口、沼ノ内、薄磯、豊間

連絡先：中央台高久二丁目11-2（中央台東郵便局隣）☎38-5831

～『ともに生きる社会』の理念の下に～
　障がい者相談支援センターが地

域包括支援センター内に設置され

て、１年が経ちました。障がいの

ある人が地域で暮らし続けていく

ためには、障がいの理解を広げて

いくことや、各支援機関が繋がり

支えていく体制を作っていくこと

の必要性を改めて感じました。

　今年度は、障がい者相談支援セ

ンター毎のエリアで、地域の方々や関係機関の方々と地域会議を開催し、課題の

共有や支援ネットワーク作りに取り組み、障がいのある人もない人も共に生きる

地域社会を目指し、地域の中での解決を見出していきたいと計画しています。

いわき基幹相談支援センター・いわき障がい者相談支援センター

いわき基幹相談支援センター　☎22-1130
いわき障がい者相談支援センター
　北　　部　　地　　域　　　　☎22-1132
　小　名　浜　地　域　　　　☎92-0415
　勿 来 ・ 田 人 地 域　　　　☎63-2111
　常 磐 ・ 遠 野 地 域　　　　☎43-2111
　内郷・好間・三和地域　　　　☎27-8660

お問い
合わせ先


